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ト
ル
は
以
工
、
の
一
お
り

i］、

一
主
不
安
全
似
体
障
政
策
に
お
け
る
校
長
誌
の
役
割
合
低
さ
1

る
た
め
に
核
民
待
出
は
ど
の
す
つ
な
一

れ
の
叶
山
T

川
一
を
と
る
い

γ
t
が

で
l
J
K
Z
M
l
m
r
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fワ）

設
不
拡
政
体
制
寸
士
一
い
旭
化
、
）
、
核
兵
治
の
な
い
阿
保
乞
促
進
「
勺
た
め
に
、
非
一
一

f

共
器
凹
ば
と
の
よ
う
な
一
い
け
の
借
亙
を
と
る
ヤ

／
｝
が
で
き
る
か
。

'"' 
市
域
的
紛
予
は
、
被
兵
器
を
削
減
計
J
Q
努
力
に
2r

の
で
つ
な
イ
ン
パ
λ

卜
を
う
え
る
か

it、

枚
分
裂
作
物
町
民
の
パ
ー
産
禁
止
、
t
む
珂
お
よ
ひ
校
九
朕
禁
止
条
約
に
山
け
て
｜
｜
モ
一
ノ
ト
リ
ア
ム
に

M
Jぺ

'"' 
原
子
力
ー
の
培
加

γ
る
詰
安
心
工
核
軍
析
の
ヨ
的
ζ

乙
の
よ
う
に
読
和
セ
き
る
か
。

こ
の
会
議
の
議
J
F
山
む
有
パ
ん
H
J

以
外
務
大
原
汁
ソ
マ
リ
ー

下
の
六
点
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ξ
c

11 

品
川
兵
器
の
な
レ
山
昇
と
レ
う
ピ
シ
ョ
ン
古
川
地
以
さ
せ
る
と
は
と
当
レ
可
志
味
か
に
つ
い
司
て

は
、
協
力
抗
ア
プ
口
！
？

ι
はム
J
札
は
あ
る
が

ど
の
組
織
が
強
制
に
日
佐
役
も
つ
か
な
ど
は
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
わ
ま
れ
J

枚
軍
縮
へ
の
成
功
の
似
つ
の

県
準
と
し
て
、
拘
束
力
み
る
約
点
、
不
可
逆
件
、
淀
川
性
、
検
一
J

叫
が
吋
皮
も
述
べ

,z, 

牧
丘
（
蒋
凶
と
し
て
は
、
以
牧
丘
ハ
W
4

忙の
H

思
お
よ
び
そ
の
役
割
を
低
h

l

3

せ
る
べ
き
二
と
に
ム
口
斉
が
あ
け
、
光
つ
小
使
川
市
、
絞
丘
（
W
4

忙の

筈
戒
態
勢
解
除
、
戦
術
政
兵
器
の
削
減
と
統
な
が
一
誌
人
一
岬
さ
れ
た
勺

？を）、廷のないIii界日ピンヨユ

i;l' 

ド
十
え
「
、
芯
到
と
し
と
主
、

ヅ

T
h
h
F
J
1
H

I
A
E
A追
抗
議
定
者
！
の
促
進
、
市
民
託
会
の
役
割
、
ル
北
淡
只
訴
排
卵
川
、
原

f
力
問
問
、

判
サ
イ
ク
ル
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
け
つ
議
論
さ
れ
た
戸

11, 

市
域
紛
争
止
問
、
て
は
、
筏
丘
ハ
巾
仰
の
ぷ
い
十
什
が
危
険
を
増
大
L
解
決
ιγ
唄J

維
に
す
る
〆
一
与
え
ら
れ
、
校
一
丸
山
／
仕
の
収
得
へ
い
し
手
く
d

う
な
れ
行
威
に
凶
際
社
公
が
対
九
「
ス
き
で
あ
る
；
、
議
論
さ
れ
た

'"' 
u
r
H
T
の
発
苅
お
よ
び
F
M
じ
i
交
渉
却
飴
の
重
安
性
に
h
h円げが
λ
、
り
れ
た
。

iG、

燃
料
供
給
保
副
に
河
ず
る
さ
ま
さ
ま
な
た
と
木
が
川
さ
れ
、
供
給
玉
、
乙
一
包
領
当
ζ

心
的
の
ま
じ
め
は
タ
イ
マ
J

円
ケ
の
甲
山
有
性
が

人バ
A
引
U
－
t

L
一

日
J

E

J
才、
1
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ま
た
外
務
大
巨
問
、

小山↓
k
u
同’

νで
の
リ
ャ
グ
シ
ソ
ア
、
②
具
体
的
貰
縮
指
仰
の
開
始
、
い

JU
寸
ぇ
て
の
国
に
よ
る
共
同
む
た
、

い
れ
別
、
⑤
透
明
性
と
い
う
内
コ
の
原
則
を
不
1
1
ご
の
原
則
か
ら
以
？
の
品
論
、
町
引
き
内
L
て
い
る
。

i l' 

す
べ
て
の
国
家
の
指
導
省
？
刀
、

埼
…
兵
川
止
の
な
い
日
界
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
グ
に
悩
人
的
に
問
↑
7
r
F
ヘ
き
で
あ
竺

iZ、

米
司
と
口
ン
ア
は
絞
兵
器

η
十
六
問
削
減
争
、
検
討
を
伴
、
勺
拘
束
力
あ
る
え
れ
約
三
安
脆
「
で
♂
で
あ
｝
白
。

lミlu 

非
核
兵
待
度
は
、
平
総
を
r
続
一
訓
示
’
る
た
リ
グ
に
必
安
な
技
術
心
尚
昆
ι
に
協
力
す

J

べ
き
で
あ
る
。

f/, I 

す
べ
て
の
核
八
器
保
訂
五
は
、
核
兵
問
中
ヘ
の
依
存
乞
低
下
さ
ゼ
る
べ
一
き
で
あ
る
じ

i.'' 
i
i
B
i
のパ北
t

切
は
新
人
」
芯
核
市
市
以
下
の
防
止
に
さ
わ
か
ノ
与
市
川
氏
で
d

める
ι

'(i I 

ド
M

川仁
T
は
、
市
柿
古
促
進
し
新
た
な
核
軍
備
脱
予
を
湯
止
「
る
の
に
小
川
欠
で
あ
る
わ

, ' 

核一（
PJm
乞
廃
絶
ナ
る
た
め
に
は
、
ハ
九
位
で
’
日
幅
引
で
台
る
不
拡
散
体
制
が
直
要
で
み
る

d

13, 

校
一
ァ
ロ

t
M
P
ー
に
め
、
品
料
丘
八
諒
凶
は
核
兵
誌
が
ァ
ヨ

η
ス
ト
三
波
ら
は
い
よ
λ

ー
拍
区
を
と
る
べ
き
で
為
る
r

''1'1 

I
A
E
A
と
協
力
し
て
、
川
川
ノ
オ
μ

別
の
核
燃
料
供
給
ン
ス
一
Y

久
を
作
る
べ
き
で
あ
る
｝

illil 

ハ
イ
ン
ペ
ル
の
探
究
縮
政
附
阿
川
不
ル
を
開
催
す
べ
き
で
あ
る
じ

よ〉

提
案
に
付
す
る
反
応

E
に
、
ゴ
パ
川
チ

J

7

C
口
、
ン
マ
大
統
泊
一
心

一ーし一

1

以
内
の
、
寸
つ
店
内
一
詳
の
一
市
t

人
が
ウ
ォ
凡
・
ス

T
リ
i
i
－
ジ
ー

i
づ
ル
に
掲
載
さ
れ
ん
Fn

ま
ず
、
長
初
心
M
K
L
永
の
吉
後
で
あ
る
こ
ロ
ハ
し
い
午
一
月
二

と
起
「
る

一λ
河
川
の

校
日
（
山
百
の
な
い
世
界
i

は
、
き
わ
め
に
重
安
へ
は
μー
際
問
題
中
児
起
）
子
、
ゴ
一
。
私
は
こ
の
緊
急
行
動
の
渋
請
を
支

ね
す
る
責
務
を
感
じ
て
レ
る
乙

: Ex人i.tcチj苅＇ 3,4'134J 691コ［2山 S,;I、



・
一
九
一
八
斗
守
に

1

段
戦
り
す
い
勝
利
は
な
い
、
二
決
、
）
て
戦
わ
れ
て
は
な
つ
な
い
」
と
米
凹
〉
〈
H
E
R
－
山
、
羽
た
な
考
え
を
λ

ア
ゴ
甲

即
離
核
戦
力
（
1
N
F
1
L
3
1
A
H
1
で
准
一
決
し
た
υ

そ
の
ま
ま
続
い
て
い
た
ら
、
判
明
作
の
よ
杯
、
民
訴
は
l
T
、
部
分
出
棄
さ
れ
し
い

た
ιた
マ
勺
h

つ、

土
木
戸
、
さ
ら
に
円
、
ン
｝
（
も
絞
兵
川
市
J

／
一
品
び
強
調
L
、
先
行
使
肘
か
ら
先
制
使
用
ま
で
進
ん
で
い
る
。

－
N
P
ー
は
扇
窮
し
て
お
り
イ
ン
ド

パ
生
ス
タ
ン
、
叱
戟
悦
刷
、
イ
フ
ン
、

テ
ロ
の
問
題
が
生
じ
て
川
る
が
、
こ
の
間
川
桟
は
核
兵

m
告
の
刈
油
絵
J

ラ
ペ
埠
じ
と
の

・
い
収
兵
都
品
稔
を
、
法
L
将
来
で
は
な
く
出
米
る
に
け
日
γ
慌
の
議
訟
に
一
反
す
べ
、
さ
で
z
ぬる〈

e

り払は、

N
P
T
C
作間い
C
、
校
三
ハ
巾
川
区
百
絡
に
関
す
る
め
ら
ゆ
る
問
題
一
一
力
一
ー
す
る
止
抗
議
が
開
始
大
れ
る
よ
う
呼
び
か
い
円
。
は

擦
は
、
技
（
日
ハ
削
仕
の
な
い
日
枠
内
r

同
if
て
心
共
通
C
紙
念
ピ
作
り
出
「
こ
と
で
あ
る

－
校
百
八
蒋
凶
は
校
行
ハ
訟
を
削
減
し
究
極
的
に
山
崎
絶
す
る
約
泉
を
7

戸
式
之
内
維
認
し
、

国
八
体
的
抗
置
1
／
し
て
、

~· 
,'.! 

", 
Jl十
ifC 
し

官
事
H
h

ク
ト
り
ン
を
食
事
～
し
冷
戦
時
の
高
い
警
戒
態
勢
な
解
除
す
べ
き
と
お
る
。

？を）、廷のない1:1界日ピンヨユ

月
川
i
の
妃
案
の
す
一
川
に
は
一
九
八
ヘ
年
の
〆
イ
キ
ャ
ピ
ク
会
一
決
、
？
め
り
ュ
の
当
事
さ
で
ぬ
る
ゴ
ル
ハ
イ
一
コ
フ
が
全
百
的
な
う
、

作
ピ
即
時
に
表
明
、

J

た
こ
と
は
き
わ
め

らヘア一、

、
三
｝

二

o
nじ
T
六
月
に
万
？
ネ
ユ
i
y
M
m川f
h

拡
散
会
議
が
開
催
、
ト
川
、
匂
こ
こ
で
も
、
」
の
提
案
が
大
き
く
絞
り
卜
L
J
ら
れ
、
そ
の

ど
め
の
ヒ
ツ
ヘ
ン

7
J
F設
け
？
れ
、
英
国
外
相
引
の
特
別
講
演
予
行
？
わ
れ
て
い
る
。
「
核
兵
誌
の
な
い
刊
界
こ
い
う
七
ヴ
ン
“
ン
亡
、

「
よ
店
内
ふ
V

小

ひ
ζ

つ
は
向
ベ
ハ
什
と
あ
旬
、
も
う
つ
は
、
J
b
d

コ
乙
主
ま
な
こ
と

ヨ
っ
て
い
る
か
午
い
う
」
戸
で
あ
る
t

こ
述
、
、
持
案
者
で
あ
る
同
へ
の
重
中
久
性
を
強
罰
し
て
い
ザ
G
U

オ
八
百
の
一
J
ン
ュ
ズ
は
、

一
新
し
い
い
丸
案
の
イ
ン
ハ
ク
｝
に
持
し
て
、

こ
の
♂
ノ
口
、
ン
ユ
L
7
1
P

寸
を
よ
円
／
え
で
ヴ
ぜ
ん
も
え
て
レ
る
カ
ン
ペ
ル
マ
ン
は
、

米
同
は
川
以

F
の
よ
ー
に

方
中
J
r
L
行
戸
町
川
て
き
る
c

米
出
ハ
ザ

ιパ統
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領
が
凹
波
山
町
内

J

会
に
お
い
て

怯
兵
器
の
保
有
お
よ
び
阿
川
九
は
人
道
に
川
河
「
る
犯
罪
で
あ
り

凹
潔
託
会
全
体
に
対
す
る
犯
罪
で
あ
る
）

γ1ノ概冷川守口
γ
世
界
が
受
存

f
る
主
ノ
な
抗
議
を
従
来
ず
べ
き
で
あ
る
と
述
川
、
大
問
一
位
ピ
ジ

2

ン
を
H
～
林
化
了

J

る
方
法
を
郡
波
し
て

只
パドるロ失

当
州
げ
析
か
ベ
ケ
ゾ

f
は、

ウ
ナ
11
ル
e

ス
ト
リ
ー
ト
a

／
そ
！
？
凡
D
A
M
－
ょ
が
空
勺
三
く
正
し
い
の
は
、
核
兵
m
従
軍
引
絞
軍
制
へ

の
約
束
を
放
棄
し
～

r一
也
の
尚
一
円
が
与
え
る
な
ら
ば
、
ど
、
拡
散
の
努
力
は
大
い
に
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
い
う
こ
と
で
あ
る
口
e
e
e

‘必山万九円弘

の
は
、
ど
ぐ
／
ヨ
、
JIl－
－
枝
一
（
器
の
立
し
白
川
片
む
た
め
の
シ
ナ
リ
オ
｜
｜
l
t
行
引
ア
ー
ー
核
伴
双

校
口
凶
器
三
ヲ
ー
削
宇
制
限
「
る
た
め
の
川
位
置

F
4如
何
ー
ー
の
両
方
で
あ
る
。
こ
、
れ
ら
の
一

つ
の
北
川
准
干
し
以
別
%
の
も
の
で
d

れ
る
が
十
寸
ー
に

k；和h
J守 1患
をす
J丸る
司月 も
し C)

!:.!lで
ゆ
グフ
ヌ.~ 

ー
、
は
阿
力
と
も
余
り
に
も
お
ー
す
ぎ
る

と
述
べ

基
本
的
に
こ
の
提
案
＼
心

両
方
が
必
民
で
あ
る
が
、

第
一
に
、
」
心
相
紅
白
久
二
町
、
じ
ν

、
は
米
川
門
の
凡
時
’
H
心
多
く
が
I
A
持
、
中
表
明
し
て
お
り
、
利
一
土
山
川
公
仙
の
政
権
に
お
け
る
囚
務
長
J

呂
、
凶

防
長
官
、
同
家
安
全
針
路
担
当
い
伺
件
弘
二
同
名
の
う
九
一
I
L
t
↓
が
支
持
を
表
明
｛
二
、
い
る
υ

e

p

こ
に
は
、

M

オ
ル
プ
ラ
イ

i
、

ア
ゾ
γ

ン、

1

べ
f
ヵ
、
山
川
、

今、；；
i
ザ；、

i

J

3

 

z
・
7
C
J
て、
J

ス
ト
マ
ー
、
仁

r
，
カ
ー
ル
ヲ
、

W

ク
リ
ス
ト
ア
T

＼

w 

コ

七
〆
、

L
－
ィ
ー
グ
ル
バ
ー
ガ

日
川
・
ン
ア
ー
ド
、

A
－
Jv

，q
今
、

H
－
マ
タ
フ
ァ
ー

ν
ン、

R
P
マ
ク
J

マ
ソ
、

C
－
パ
ウ
ニ
ル

主
y
h
M
八
円
、
王
、
れ
て
い
匂
っ

第
四
に

打
「
大
統
間
校
仏
関
心
／
ロ
一
／
a

L

7

1

ヲ
は
、
l
T
、
統
泊
絞
ぬ
の
出
説
を
聞
い
て
い
て
も
米
自
仁
お
い
亡

1

核
兵
訴
の
な
い
出

界」

へ
の
超
え
千
戸
川
（
U
7

ン
七
〆
ゆ
リ
ス
ト
ー
で
き
つ
つ
あ
忌
こ
し
、
次
防
十
へ
統
領
に
刻
し
て
以
下
の
川
町
を
提
楽
し
て
い
（

ο口
①
次
民
十
八
統

山
知
は
、
就
任
。
C
日
以
守
に
絞
丘
（
呉
川
の
は
け
川
寸
i

界
に
刻
す
る
彼
の
つ
三
ノ
ト
メ
ン
l
r
z
f｝
市
中
J
0
2

政
策

tm一
説
を
行
う
デ
さ
で
為
る
。
必
）
校

ァ
ロ
士
凶
止
す
る
と
い
う
町
一
心
任
務
を
も
っ
大
統
領
へ
の
百
家
安
～
保
陪
民
補
佐
官
の
ポ
λ

：

へ
き
で
み
点
る
一

: Ex人；.t：チj苅＇ 3・4 •;]bJ 的2 [2υCS.; I、
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「
リ
止
の
マ
ン
ハ
ソ
タ
ン
副
司
L
K詐
没
す
る
権
限
U
T

什
2

え
、
次
期
仁
川
改
旬
、
の
期
巨
の
終
わ
り
ま
で
に
初
界
円
の
ル
、
ー
ス
・
）
一

i
ク

を
保
管
L
、
世
界
的
な
安
全
仏
特
ぷ
準
J
f

…
ぷ
晋
主
主
る
べ
き
で
あ
る
＠
九
九
一
」
干
の
戦
時
打
ハ
添
削
減
奈
約
を
双
長
L
、
川
備
校
一
押

U
 

却
を
一

C
の
の
一
以
ー
に
削
減
1
1
v一L
汁
前
の
警
！
帆
時
間
！
な
長
く
す
る
条
約
キ
締
結
ず

J

べ
き
で
あ
る
ロ

第
五
｛
九
十
央
司
C
H
K

‘ハ

i
ド、

P
a
t
－エ
J

（
り
月
外
相
お
よ
び
心
・
ロ
パ

T
ノ
ン
正
N
A
h
I
O市
中
務
局
長

M
e
リ
7

5
ン
ド
、

の
白
人
か
、

シ
コ
ル
ソ
ら
－
U
完
案
内
1
支
持
L
、
世
界
一
り
核
兵
器
の
鋭
的
な
削
減
に
J

円
け
と
の
主
質
的
な
進
一
肢
は
叫
ん
誌
と
？
め
γ
Q
O

日
一
説
明
は
核
兵
mL
の
な
い
世
界
史
も
つ
こ
と
で
占
め
る
〈
そ
れ
は
時
間
が
か
か
る
が
、

h
ベ
治
約
意
思
と
悦
担
パ
V

改
常
が
あ
れ
ば
、
－」
l
n
F

叩
ホ
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達
成
A
1
4
9

械
で
丸
る
ρ

我
々

こ
2
に
な
る
前
心
行
動
！
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
我
々
は
核
兵
訴
の
は
い
世
界
と
レ
可
米
判
の

キ
ぉ
ン
ペ
！
ン
h
b
z

支
持
す
る
こ
と
に
よ
η
開
始

F
る
三
と
か
で
き
る
と
述
べ
て
い

引
ヘ
同
ト
へ
統
八
仙
川
候
禎
丙
の
見
解

三

一

？

，

、

t

p

／
ラ
ウ

J
q

’
fv

？を）、廷のない1:1界日ピンヨユ

フ
ォ

11け
～
J

・P
I

フ

ア
ー
ズ
ロ
ハ
リ
七
年
七
／
八
月
号
の
「
ア
メ
）
ー
ヮ
の
け

i
タ
v

／

7

を
同
復
ず
る
と
い

ハ
マ
は

米
凶
恥
よ
ぺ
J
m
l
M仔
に
対
す
る
長
も
摂
一
缶
J

叫
抗
日
ハ
誌
、
夜
物
質
、
一
一
技
術
の
拡
散
、
作
品
ら
び
に
や
、
装
去
が
一
7

口
j
ス

ト
の
子
に
入
る
危
険
で
あ
る
と
認
め
、

W

一川
J

判
人
の
枕
案
に
一
！
な
し
つ
つ
、
ー
川
以
ム

J

カ
枇
一
一
円
じ
て
い
る
よ
う
に
、

の
現
存
の

作
己
主
は
よ
恨
の
脅
威
に
対
応

f
る
の
に
ヌ
分
で
あ
る
こ
述
ぺ
大
統
泊
に
選
ば
れ
に
つ
校
兵
訴
を
保
川
戸
、
ず
は
壊
1
1
拡
散
防
止
す

る
に
氏
に
、
以
ト
の
い
灯
同
J
h
V
7
」
る
こ
述
べ
て
い
る
。

i］、

我
々
は
、
脆
弱
な
場
所
は
あ
る
す
べ
て
の
校
日
山
F

付
与
物
質
を
川
午
川
河
に
保
科
刊
す
る
こ
め
の
世
界
的
努
力
を
指
唱
し
な
け
れ
ば

去
ら
な
い

:・ 

i！メ人民半、 cs：ス・＂ 137、002:zo河口、



fワ）

拭
々
は
口
ン
ア
！
と
協
々
、
）
、
危
険
で
川
町
代
遅
れ
の
冷
戦
叶
吋
代
の
技
法
勢
吹
見
新
し
編
小
、
1

H快
兵
む
の
伐
剖
副
主
低
下
さ
せ
な
け

' ' ,, 

'"' 
我
々
は
長
近
の
校
術
の
叫
ん
ι
畏
を
利
目
し
、

C
T
B
T
批
ほ
の
起
’
比
一
は
の
ん
す
じ
を
形
攻
、

J

』
仏
け
れ
ば
な
ら
な
い
っ

it、

l；：、
』主

新
に
な
核
兵
器
刷
物
質
の
生
廷
を
全
J
H
す
る
世
界
的
な
条
約
交
が
の
た
め
努
h
H
F
J
るハ

'"' 
我
々
は
、
枝
氏
銭
授
約
の
拡
散
歩
｝
停
J

汀
？
、
斗
同
が

rM刊
的
原
子
力
の
仮
設
の
τ
で
兵
川
市
ド
山
守
一
一
め
る
戸
）
と
r
M
C
昔
、
な
い
k

h

つ
叫
鳩
山
し
な
円
札
ば
以
ら
な
レ
。

、｝パ
νJ
，
、
前
文
で
は
オ
パ

J

U
い
伐
兵
器
の
な
い
山
山
介
宮
山
れ
絞
L
仕
付
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
ん
一
υ

以
ド
の
よ
う
L

述
べ
、
白
人
心
絞
れ
京
と
唱
刊
に
支
持
す
る
i
ぬ
か
パ
｝
表
明
し
P
J

ハ
〉
月
二
円
の
シ
カ
ゴ
で

大統恒一
k
y
f
し
て
以
下
む
よ
う

ろ
う
コ
本
同
は
怜
兵
界
心
F佐
行
し
な
い
れ
ι1FUど
追
求
す
る
F
孜
々
は
方
的
ば
市
縮
を
迫

ト
本
ず
る
の
で
は
な
い
r

核
兵
務
が
J

汁
壬
「
る
か
ぎ
り
、
投
々
は
強
力
な
核
抑
け
を
緯
ね
ず
る
し
し
刊
ゲ
し
、
一
枚
々
は
、
牧
rvば
散
条
約

の
下
で
心
、
枝
氏
誌
の
廃
絶
い
γ川
げ
f

k
い
円
以
へ
の
約
束
な
守
合
勺
状
々
は
口
、
ン
ア
と
協
々
し
て
、

阿
国
日
明
一
泣
ミ
キ
イ
ル
一
昨
即
時

党射山四月
t
M桂
1

均
台
か
、
り
解
除
、
二
校
兵
お
と
夜
功
寅
の
ス
ト
ッ
ク
を
大
相
怖
に
削
減
f
Q
我
々
は
、
日
ハ
郡
山
m一
核
分
裂
性
向
却
し
下
、
の
開
界
的

／三
』

る
こ
と
し
ず
り
始
め
る
、

さ
ら
に
市
原
院
ミ
ナ
イ
ル
の
矢
口
に
よ
る
誌
に
1
4

広
げ
て
、
協
定
宮
山
界
的
な
B

の
ど

－J
る
に
い
う
リ
枕
を
た
｛
ん
す
る

く
f
－ト
J
H
J
M

、
｛
（
じ
人
午
じ
刀

凶
日
に
二
心
刀
人
の
聡
泉
を
集
約
ナ
人
ベ
ル
J
ン
で
の
涜
訟
で
も
、
十
や
、
彼
兵
訟
の
な
い
批
凶
作
y
しい

う
司
擦
を
新
た
に
追
い
本
rJ
＼
さ
時
肢
で
あ
る
t

ャ、いヲ
Q
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ト
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〆
・
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エ
マ
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ノ
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凡
円
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一
世
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U
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安
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新
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従
来
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位
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大
山
な
校
一
九
ハ
叫
ん
吋
の
削
減
収
y
い
く
つ
か
の
始
直
を
、
張
し
、

わ
れ
や
れ
心
不
拡
散
一
け
リ
l
夕
、
ン
ゾ
ブ
を
王
張
一
9

ゐ
た
め
、
私
は
米
口
一
り
核
兵
山
崎
中
一
大
同
一
に
か
つ
後
副
可
能
日
形
と
削
減
ず
る

協
定
の
バ
タ
説
会
↓
求
め
る
c

u
叫
は
ま
た
二

C
C九
年
ま
で
に
一
託
研
r
d
t
k
l

日
i
v
忌
認
ヲ
ξ
よ
一
7
求
め
る
c

f
へ
統
慣
と
し
亡
、

メ

L
ゲ白川市川
U
T
J
る
努
力
と
し
て
、
終
決
料
へ
の
ア
ク
セ
人
古
川
ふ
訓
ず
る
間
際
燃
料
パ
〆
ク
の
設
置
を
支
什
一

1
匂一

ク
リ
シ
L

ン
は
こ
の
時
期
に
は
判
人
心
仙
紅
茶
へ
の
明
碍
立
卜
λ
持
ど
表
明
し
こ
い
な
か
っ
た
が
、

一一

C
O
八
桁
一
月
リ
の
シ
カ
ゴ

k

リ

ピ
ゴ

1
J
よ
り
イ
ン
タ
ピ
コ
ー
で
は
、
「
米
凶
は
核
兵
掃
の
お
そ
ろ
し
い
危
険
を
削
減
す
る
た
め
の
戸
界
的
以
努
万
ど
り
1
1す
べ
き

で
あ
り
、
い
つ
か
校
只
訟
を
必
く
す
L
Y

い
う
、

ト
ル

i
マ
ン
か
ら
ク
リ
ン
ト
シ
ー
で
す
べ
て
の
｛
へ
い
椛
知
山
川
よ
り
共
有
さ
れ
と
き
れ
J

片
田
村

一一

7
i
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一
一
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？
？
？
一
〉
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h
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J
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一
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コ
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ペ
シ
い
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i
－
キ
ッ
シ
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ン
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i

斗
ノ
ム
・
ム
ノ
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ピ

ル

ベ

l
i
、
シ
コ

i
ン
シ
コ
ル

y
に
よ
り

？を）、廷のない1:1界日ピンヨユ

徒
一
一
さ
れ
介
松
一
什
（
山
JM

の
な
い
川
ト
旧
作
と
い
λ
ー
ピ
ン
ー
ン
、
た
コ
ひ
に
そ
の
ピ
ン
ョ
ン
に
川
同
日
て
支
潔
的
な
柿
有
吉
こ
る
と
い
っ
♂
イ
一
ナ
ィ

ρ
hリ

ア
ピ
入
付
す
る

t
答
え
て
レ
る
戸

η 。

ジ
ョ
ン
e

マ
ム
ケ
イ
、
〆

号
まど！

栽
C) 

当
山
に
某
づ
く
永
続
的
平
和
｜
｜
本
医
の
将
来
を
す
戸

C
C
じ
年

／ 

フ
ォ

l
リ
ン
令
ア
Y
1
ア
l
J人

に
お
J

ど
は
、

核
不
拡
叫
仏
体
引
は
、
核
技
ん
忙
の
拡
散
は
核
兵
器
へ
と
設
が
ら
な
い
乙

γ
7
N
F
I
D
間
違
っ
た
前
交
に
民
り
崩
壊
し
て

お
り
、
次
照
大
統
知
ぽ
先
進
出
サ
ミ
ソ
ト
を
慌
さ
以
下
の
＝
点
｜
｜
非
核
兵
器
一
爪
は
核
技
術
に
対
ず
る
格
引

hv
も
っ
と
工
つ
考
え
わ
引
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検
討
、

の
l
b
八
仰
な
培
肝
ー
一
、
説
明
叫
と
す
べ
き
は
↓
と
述
べ
て
い
る
〉
氏
＋

N
P
l
の
近
反
疑
惑
の
v令
所
責
任
の
町
問
、

I
A
R
 

M
L
m…J
h

促
料
似
の
桜
山
日
打
、
）
県
八
な
り
、
こ
の
肱
川
河
’
で
は
マ
ウ
イ
〆
は
桜
需
給
に
つ
い
て
は
ま
コ
た
〈
触
れ
て
い
な
い
〉

C
C
へ
4
一
片
二
六

E
に
ン
ョ
ン
・
マ
々
イ
ン
は
口
付
〆
ジ
ヱ
一
ル
ス
出
界
同
志
一
日
議
会
主
講
涼
し
、
以
「
の
J
う
に
述
べ

ま
ア
、
核
兵
器
け
ー
司
教
を
防
J
M
L
逆
行
さ
」

4

る
と
ジ
つ
義
務
中
旭
日
ー
へ

E
と
2
4
u
に
負
っ
て
い
ザ
G
n

際
社
会
は
尽
力
し
、
北
摂
鮮
の
付
牧
民
ハ
持
ブ
ロ
グ
一
ブ
山
古
川
じ
一
込
め
逆
行
さ
宍
イ
一

7
J
小
牧
只
誌
を
取
↑
什
一
α
る
の
を
防
止
一
q
る
た
め

努
お
す
べ
き
で
あ
る
c

わ
れ
わ
れ
は
、
米
JA
か
ら
佑
吟
亡
、

ur片
中
心
核
戸
ハ
保
主
計

J

寂
す
る
た
め
努
力
「
べ
き
で
あ
る
乙
川
口
ヰ
川

r
L
T
枚
兵
器
凶
は
N
F
T
J
E
Jへ
刊
し
、

dm情
以
下
を
停
止
し
、
核
軍
統
に
汲
七
日
こ
と
乞
山
い
I

れ
し
に
。
ん
f
は
f
の
J北
東
LZ新
た

す
る
時
で
あ
る

わ
れ
わ
れ
は
攻
を
あ
る
核
一
月
お
の
す
へ
て
を
必
裂
と
し
こ
い
る
わ
刊
で
は
な
い

v

米
国
は
、

死
活
的
利
昨
日
よ
び

ド
和
C
十
八
義
と
一
致
L
つ
つ
、
般
市
縮
L

川
上
打
て
れ
止
対
J

的
zd努
力
ど
リ
l

p
す
べ
き
で
の
る

F

ひ
っ
入

4μ
片
二
七
ヨ
に
vw
ケ

f
／
は

↓
ア
ン
バ
ー
大
半
に
お
い
て
校
安
〈
i
似
叫
河
内
い
悶
す
る
演
説
b
f

行
い

以
下
の
よ
う
に
一
じ
ベ

目
半
開
紀

f
川
川

ロ
ナ
ル
ド
恥
レ
？
ー
ガ
ン
I
ハベ玲

J

閣
は
、
「
我
々
の
亨
は
核
日
お
け
小
地
球
上
か
ら
t
削
減
「
る
ヨ
を
見
る
こ
と
ゼ
あ
る

と
す
円
、
こ
ん
c

こ
れ
け
は
の
け
ザ
肉
、
も
あ
る

み
れ
ば
マ
F

＼
て
困
難
な
い
い
い
刊
悼
と
あ
る
c

我
々
は
そ
れ
に
刷
げ
て
侭
亘
に
現
実
的
に
准
ま

ヨ
け
れ
ば
な
つ
な
い
っ
我
々
の
一
女
主
お
よ
び
技
々
に
依
存
し
に
い
る
刊
日
凶
C
I安
全
に
関
心
を
集
中
し
な
が
ら
o
t
f
h
V
1

〆
冷
戦
は
ほ

と
え
と
二

O
T
v献
に
終
結
し
て
お
川
、

世
界
F
の
日
出
席
の
叫
明
日
ハ
巾
市
川
J
L
U
を
判
的
に
削
減
す
る
た
め
の
一
附
の
は
お
笠
を
乙
る
同
坊
が

来
一
に
い
る
n

人
訟
に
刻

γ
る
μ
刊
の
有
成
を
削
減

γγQ
た
め
に
被
い
て
き
小
人
未
南
太
結
鎮
の
伝
統
に
従
い
、

U
界
中
が
米
包
I

九
応
特
し

て
J

る

リ

ダ

ン

y

ノ
を
米
苫
が
不
TJM川
で
あ
る
。
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校
「
ハ
ぷ
廃
絶
の
川
内
論
的
根
拠

、L
の
般
家
の
山
山
人
民
に
は
、
岐
に
閥
ず
る
脅
威
は
俣
本
的
に
必
深
化
L
、
段
々
は
新
七
な
一
恨
の
脅
威
の
h
i
H

止
め
る
；
、
い
う
。
山
識
が
あ
る

L
1乙
ー
か
つ
て
、
冷
…
百
時
代
に
有
効
で
あ
っ
た
核
抑
J

H

は
ム
マ
で
は
什
対
で
は
は
く
、
か
え
ハ
て
危
険
で
あ
る
乙
考
え
ら
れ
て
J

る。
L
j

、J

は
お
γ

ロ
リ
ス
｝
が
核
日
ハ
器
を
求
め
で
い
る
、

小山凶
C
カ
リ
」

i
日
ト
に
校
日
（
認
の
付
利
が
存
ー
化
ず
る
、

一ω枝
氏
山
命
日
追
の
ノ
内
ハ
ウ
お
k

び
専
門
知
識
が
同
易
に
入

I
下
芳
一
る
、
一
仏
核
兵
問
中
保
有
一
刊
か
増
加
し
て
い
る
、

フ
ノ
濃
い
輸
を
合
行
原
子
力
へ
の
涜
心
が
品
吉
本
っ
て

い
司
司
令
、
＠
米
口
は
即
発
引
の
状
態
で
多
く
の
核
ヌ
訟
を
配
惜
し
て

kw、
こ
と
か
ら
核
兵
器
か
常
用
さ
、
れ
る
危
険
ぽ
t

品
ま
っ
亡
い
る
と

分
析
し
て
い

ま
lhFJ
ウ
レ
ル
は
、
ー
技
術
の
虻
散
が
核
一
（
m
ヘ
ム
お
よ
び
械
分
裂
性
物
笠
十
も
つ
悶
武
一
心
値
引
川
と
い
う
危
険
か
れ
作
打
出
し
て
い
る

二
心
配
な
の
は
足
止
用
一
A

木
ル
ビ
ー
の
た
め
の
ウ
フ
ン

プ
ル
ト
f

ウ
ム
分
絞
り
技
術
で
あ
る

v

こ
の
よ
う
な
技
術
は
、
ム
打
者
犬
、

れ
た
行
動
規
説
に
拘
束
5
れ
と
い
ァ
ロ
り
ス
ト
呆
回
日
正
が
椛
ん
だ
け
H
H
っ
た
り
す
る
終
公
正
ピ
ラ
も
え
え
ね
句
、
校
行
（
誌
が
使
川
べ
く
れ
心

？を）、廷のない1:1界日ピンヨユ

危
険
を
さ
、
つ
い
古
川
め
て
い
る
L

と
新
た
な
危
険
主
状
、
日
ど
字
国
べ

E
い

ア
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
稜
使
凶

羽

ιの
大
き
し
な
AmH
戚
の
コ
は
ア
ロ
ス
ト
に
も
す
匂
核
兵
器
使
り
の
危
険
と
あ
り
、

テ
ロ
J
ス
ト
は
袴
只
誌
の
保
有
を
ね
h
コ
で
お

りJ
、
校
匠
〔
店
刊
J
U
Y

－
保
有
す
れ
ば
浅
川
市
を
た
め
ら
わ
な
い
と
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
n

フ
口
リ
ス

f
が
ま
っ
～
く
最
初
か
九
校
民
間
、
市
J
U
Y

－製

去
す
る
、
｝
乙
は
百
川
知
か
も
し
れ
な
い
が
、
核
兵
m
は
そ
の
も
り
あ
る
い
は
校
一
げ
袈
作
物
質
を
袋
二
以
っ
た
り
浅
み
取
っ
～
り
す
る
こ
い
〈
は

起
こ
り
え
る
こ
と
で
た
る
＝
そ
の
た
め
に
片
山
、
核
兵
出
お
よ
び
枝
分
裂
性
問
質
の
保
持
！
乞
リ
怯
主
に

「
山
連
バ
川
凡
人
工
h

川九一何 特

（！メ人民半、 cs＇ス・＂141：、 G07:zo河口、



同十豆
γ
会
決
議

μ
同
一
い
け
各
回
ド
守
一
の
こ
と

げ
て
い
る
ο

し
か
L
、
予
三
、
で
肢
も
一
車
中
久
々
こ

t
は、

つ口
J
ス
ト
に
は
桜
抑
止
は
ま
っ
行
く

f

刈
凶
本
が
江
い
y

こ
い
ベ
h

一
と
と
あ
る
」

。
一
ひ
じ
年

一
月
の
論
文
で
は
、

1
j
埼
兵
器
を
保
長
ず
る
諸
国
家
テ
ロ
リ
ス
ト
は
概
命
的
に
抑
戦
時

に
あ
打
、
今
戸
わ
し
の
凶
h
k
q
新
し
い
安

ヘ
工
江
川
陪
上
り
世
話
剖
師
連
で
為
る
」
午
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

つ

新
た
な
枚
乙
〈
邸
中
川
に
よ
る
核
使
用

中
入
に
同
町
田
1
1守
れ
て
い
q

る
パ
ー
は
、
九
印
齢
、
時
に
米
軍
お
よ
び
ノ
遠
山
ふ
小
ー
す
確
証
政
一
岐
に
依
存
［
て
レ
た
状
刈
と
は
ト
人
ふ
さ
く
こ
と
な
打
、

来
た
と
um兵
帯
保
有
国
で
は
、

事
於
や
一
点
判
附
た
も
ど
話
可
の
す
ば
い
村
内
兵
m
掃
の
使
用
主
的
止
す
る
た
め
の
宏
人
l

保
温
品
置
が
十
分
で
は
な

い
と
い
う
わ
門
…
で
み
る
つ

iv
こ
戸
ノ
一
こ
、
、
主
お
ー

rド
ノ

E
Cリ
七
じ
に
つ
〉
よ

［

f
t

：
r
写

4lu
司
、
日
）

i
b』
立

す

工

／

」
と
が
、
技
J
h

↓多少、

cv町
長
J

な
枝
一
、
担
保
自
国
が
ん
刊
在
す

る
決
民
て
は
、
非
需
に
疑
わ
し
く
h
h
っ
て
い
る
こ
と
が
品
川
℃
刊
さ
れ
、
こ
こ
で
’
h
核
抑
止
論
♂
十
分
伝
効
F
A
を
包
七
な
い
と
さ
れ
て
い
る

攻
r
仕
配
儒
さ
れ
て
い
る
末
以
の
絞
兵
認
の
う
ち
、
約
一
一
行
（
ソ
ジ
は
警
戒
即
発
射
り
状
記
て
配
信
さ
れ
て
お
れ
、
本
日
と
い
え
ど
も
中

川
市
川
や
誤
判
断
ケ
仏
る
発
射
が
あ
一
け
子
γ

仙
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
日
」

は
一
台
戒
計
パ
勢
の
一
貯
除
お
よ
び
発
射
払

d

闘
を
三
く
す
る
ヤ

と
が
最
初
に
捉
タ
ふ
さ
れ
て
い
る
、

、L
の
は
あ
二
ー
で
も
強
調
さ
れ
て
い
る
い

ぐ
は
、
副
た
な
？
山
伏
兵
怒
判
開
示
同
子
打
点
ず

J

る
礼
状
に
お
い
て
は
、
冷
戦
切
の
1
6
う
な
稜
抑
土

は
b
u効
に
働
く
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
こ
こ
に
お
い
て
も
核
抑
止
の
夜
慌
が
牛
じ
て
U

る
と
い
う
こ
と
と
あ
る
。

ハ。
紋
一
不
拡
散
条
約
に
よ
る
約
束

こ
の
日
記
案
で
は
、
「
核
不
弘
散
条
約
は
す
べ
て
の
骸
兵
器
の
終
了
を
行
倍
し
て
万
打
、

九
六
七
年
収
在
で
い
校
一
ハ
川
音
日
ゼ
保
有
し
て
い

: Ex人i.tcチj苅＂ 3・4 ； ~2) 69汚［2υCS.;I、



長
い
凹
は
エ
れ
を
説
得
せ
ず
、
保

L
Fし
て
い
Q

一
回
は
一
又
期
的
に

t
れ
を
い
以
棄
「
る
こ
と
士
約
点
、
二

Lい
る
一

一h
ノ
ソ
ン
ぶ
t
v
h
一
同
町
九
の
寸
ノ

へ
て
の
大
統
制
は
、
一
の
条
約
義
務
を
叫
一
認
ー
子
、
き
だ
が

非叫明日ハ巾

mM同
ば
M
W
J

民
法
問
の
誠
実
、
己
に
叫
刊
｝
ノ
に
主
了
J

ま
？
懐
疑
的
に
な
っ

亡
き
亡
い
る
と
述
べ
、
今
、
兵
器
の
な
い
世
界
は
、

N
P
T卜
の
約
束
で
あ
る
）
訴
釈
し
て
い
る

N
F
I
心
ぷ
半
約
百
川
川
は
新
た
立
核
兵
器
保
有
「
R
U
川
現
L
V
一
防
止
す
る
こ
乙
で
あ
り
、
牧
不
山
岬
品
川
町
引
が
条
約
の
中
心
河
川
L
W
C
4
め
る
、
」
と

に
は
問
、
河
い
日
い
戸
、

こ
の
休
刊
は
本
質
的
に
：
江
別
的
な
？
も
の

C
お
り
、
ふ
り
差
別
性
を
絞
祁

L
最
終
的
に
は
泊
減
さ
庁
一
る
た
め
に
一
川

入
さ
れ
た
の
伊
、

第
ハ
条
の
核
市
総
に
刊
行
J

品川
Fム六

J
J
？父一
V
P
9
一行
F
1

義
務
で
ふ
ア
ι
ハルC

品
川
不
k
H

出
散
の
と
め
に
さ
ま
さ
ま
は
措
置
三

京
す
も
の
と
な
ペ
亡
お
り
、
岐
市
柿
義
務
が
実
M
V
き
れ
な
い
次
況
て
は
、
が
校
一
円
山
ヘ
弘
田
を
さ
ら
に
ギ
則
的
に
取
り
扱
う
こ
と
に
も
な
円
、

一
般
的
以
支
持
が
山
円
げ
ら
れ
公
い
口
氏
況
が
杢
じ
て
い
る
へ

L
た
小
っ
て
、
新
た
な
小
花
仏
政
油
川
直
ー
ピ
U
Y
人
す
る
に
し
こ
も
、

一
定
の
核
市
縮

の
進
展
が
入
、
つ
れ
な
い
民
的
、

そ
の
実
施
い
引
き
わ
め
℃
同
持
な
状
況
に
あ
る

v

？を）、廷のない1:1界日ピンヨユ

4 

現
状
校
不
拡
以
外
制
の
不
t

ー
分
性

強
ト
ん
な
不
拓
政
努
力
が
支
比
測
さ
れ

t
k
り
、
協
力
的
脅
威
削
減
（
C
I
R
一
計
当
、
地
球
的
脅
威
削
祇
イ
一
シ
ア
テ
ィ
ソ

（じ

I
R

ム「仏
J
何
人
ト

h
d
f
1払
降
、
i

t計
ド
？
ム
凶
作
2
小じ

浩
一
引
議
f
心
書
は
、

N
p
i
に
港
反
し
出
界

ch士
会
刊
障
を
危
険
に
手
っ
す
ノ
活
肢
を
探
司
一
1
F

る
た
め

J

、
、、

：d

；
〆
、

両
］

一V

－
1

－

＼

に
強
心
な
新
し
い
道
具
を
同
町
供
ず
る
争
新
的
な
F

J

U
ヲ
ザ
で
あ
h
、
｝
れ
フ
レ
町
、
完
全
に
隠
ろ
し
L
1
J

る
」
こ
は
品
主
で
あ
り
、
斗
4

2

1

作山川川町川

鮮
お
よ
び

f
一y
J
J
の
父
渉
も
寺
わ
め
て
垂
刊
十
一
で
あ
γ
Q

お、

』
）
れ
ム
号
、
日
で
は
、

現
在
の
危
険
に
対
処
す
ゐ
に
は
ヂ

1
分
と
あ
る
エ
い

う
の
が
、
こ
の
長
案
者
の
考
え
で
あ
る

U

品
川
不
k

川
沿
政
条
約
九
N

規
制
し
よ
う
と
し
人
の
は
、
新
た
な
校
三
〈
思
EJ
心
中
山
町
叫
を
山
川
止
す
ゐ
、
、
と
で
、
条
約
伶
成
当
初
は
、
日
本
や
西
ド

（！メ人民半、 cs＇ス・＂143:、G0P:zo：〕8.11、



f
J
h
a
y
問
問
え
進
諸
国
が
」
心
的
な
タ
ャ
ゲ
ト
ゼ
い
あ
り
、
ミ
れ
に
は
成
功
、
ν
た

r

しし
m
J
J
1
阿
川
辺
の
不
拡
民
間
間
四
は
、

f
ジ
ク
、
イ

ラ
ペ
北
明
鮮
、

J
Jピ
？
な
）
N
P
！
の
締
約
凶
と
な
り
ヘ
せ
が
ら
え
原
子
h
M
ワ
？
和
利

μを
隠
れ
安
ど
し
つ
つ
砲
出
向
芸
ト
ル
仁
川
崎
兵
訴
の
間

組 ）＇＼

C を
為進
’＇ VJ 
t,・ iJる
。間

記

テ
ロ
リ
ス
ト
の
手
に
核
只
誌
が
捻
る
危
険
と
い
う
問
み
で
あ
打
、

N
P
T
自
体
で
は
つ
ま
く
対
処
主
主
L

な
い
問

そ
れ
に
対
し
て
不
尽
を
中
心

I
2三
ま
さ
ま
な
抗
日
仰
が
夫
脱
さ
れ
て
い
く
が
、

本
庄
の
JK
一
家
安
全
保
障
！
の
川
刊
誌
を
俊
光
じ
た
も
の
が

多
く
そ
れ
ら
心
情
同
心

J
J

口
法
吋
あ
る
い
は
E
当
冷
に
山
県
レ
が
作
じ
る
こ
と
も
あ
れ

J

そ
れ
ら
に
よ
っ
て
さ
ら
に
核
小
拡
散
体
制
が
弱

体
化
す
司
令

HYL
に
も
は
っ
た
し

四

核
兵
出
廃
絶
論
へ
の
反
対
論

」
れ
ら
の
校
只
誌
の
な
い
出
界
へ
の
提
案

て
は
さ
ま

2
ま
な
以
折
丸
一
日
刊
か
た
切
さ
れ
て
い
る
が
、

ー
ル
ピ
ー
は

「
核
兵
器

ね
円
米
同
心
校
一
行
ハ
誌
の
な
い
正
界
ば
川
ま
し
く
も
な
い
し
、
政
究
的
で
効
果
的
な
核
廃
組
は
不
叶
能

fcわ
る

0

・
ユ
三
ノ
で
は
な
く
、

川
九
回
は
妓
判

t
を
佐
古
川
、

J

な
が
ら
校
百
九
お
の
弘
散
を
防
U

い
い
店
、
つ
壮
る
と
い
う
部
品
mあ
る
巨
標
F

ど
追
わ
引
す
べ
き
で
あ
る
」
と
、

E
K
し
て

いいマ匂戸
ー
は
兵
市
外
出
絶
は
好
ま
し
く
仕
い

J

ル
ヒ
は
六
ら
に
こ
の
は
は
持
し
て
、
力
に
よ
γ
Q市

J
叫
ん
珊
を
以
訴
し
、
以
内
の
仇
う
に
述
べ
て
い
る
n

紋
一
兵
待
1

争
泊
と
い
h

つ
考
え
は
間
選
っ
て
け
る
。
核
兵
器
の
日
い
引
店
介
は
好
主
1

く
ほ
い
u

米
？
十
八
お
品
川
口
市
界
の
そ
の
他
り
か
州
司
ピ

と
っ

t
、
九叫ん
γ

か
核
に
ハ
器
を
出
什
判
ず
る
1

刀
日
目
好
ま
し
レ

c
4
4ら
か
に
核
兵
器
が
抑
d
乞
淫
じ
て
い
み
両
に
ん
そ
ら
を
記
仏
有
し
て
レ
る
（
、
戸

: Ex人i.t＇チj苅 •3,4 ； ~4J 7しドコ [2υCS.; I、



ら
に
？
荒
川
の
一
核
兵
誌
は
、

民
々
の
拡
大
引
い

に
よ
り
叫
世
界
の
主

ν去
、
地
域
の
平
和
い
］
ハ
隊
、
三
I
L

い
る

r

米
国
心
伎
の
お
ば

あ
る
日
刊
の
桟
鋭
校
を
防

d
す
る
ζ

い
う
追
加
的
利
低
え
一
提
供
1

〆
て
い
る
。

々
は
品
、
抑
士
の
出
棄
を
ぶ
め
る
ぺ
き
と
も
な
い
ー
）

従
来
一
ヲ
〉
♂
で
j
h

な
い
c

J

h

ば
、
作
叫
ん
ぜ
心
強
き
乙
我
々
の
脅
威
の
ー
杭
懸
け
在
格
条
し
維

A
fる
と
い
う
絶
え
司
な
い
ι明
快
的
な
努

々
の
結
呆
で
あ
る
。
；
：
：
絞
A

花
絶
は
好
ま

L
く
も
な
く
可
能
と
も
な
い
。
そ
ろ
亡
は
ぼ
く
、
宇
和
は
、
強
き
を
活
じ
γ
来
る
り
で
あ

る
U

ド
和
を
欲
「
る
な
九
ば
戦
争
に
備
え
よ
。

伯
方
、

っ
，
ゥ
プ
ζ

ト
イ
チ
ュ
は
、
た
幅
削
減
に
は
M
N
E
し
つ
つ
も
湾
総
に
は
否
定
約
で
丸
ゎ
、
抑
止
の
た
め
に
必
段
と
さ
れ
る

レ
ベ
ル
を
比
べ
て

才

人

1
h

正
碍
巾
か
ら
米
出
の
核
口
〈
慌
を
大
幅
に
幻
滅
す
る
こ
と
は
止
当
化
3
、
れ
る
で
d

の
ろ
う
が
、
ゼ
U
校
兵
器
と

い
う
ど
ジ
汗
ン
は
必
要
で
も
と
い
（
政
治
的
に
有
益
で
も
立
い

最
も
最
要
ご
凶
山
採
な
仕
事
は
、
諸
国
が
校
一
ハ
山
由
を
求
め
ゐ
ょ
う

に
州
市
る
安
全
保
崎
山
内
境
を
支
え
る
こ
「
で
た
る

d

校一片山人
m
は
公
示
な
ン
ン
ボ
に
で
は
た
い
ン
そ
れ
は
前
裂
な
山
川
は
の
役
割
を
演
じ
J
1
3

り
廃
絶
す
る
」
と
は
同
で
き
と
い

v

外
交
政
業
は
こ
の
攻
実
に
某
っ
く
べ
き
で
町
一
る
本
凶
ば
、
松
戸
長
引
時
限
力
心
拡
取
の
危
険
お
よ
ひ
校

兵
器
使
川
市
の
可
恒
松
い
を
低

F
さ
庁
る
た
め
の
足
以
可
能
な
円
的
（
り
た
め
他
凶
と
と
も
に
努

M
j
ベ
き

fcわ
る
」

？を）、廷のない1:1界日ピンヨユ

こ
れ
ら
の
は
解
の
市
擦
に
あ
る
の
は
、
核
ぼ
絶
は
μJMιυι
否
，
心
す
る
こ
ζ

に
な
る
の
で
好
ま
〕
く
な
い
と
い
う
考
え
で
あ
7
q
v

2 

リ
川
ノ
日
ハ
巾
門
時
叫
刊
は
ポ
一
円
詑
ミ
あ
る「

？
権
的
同
民
日
忍
に
お
け
る
核
廃
純
の
系
本
的
な
除
六
は

拾
わ
は
被
廃
絶
を
ど
う
牧
討
す
る
か

こ
の
口
…
に
コ
苛
」
ゴ
ル
ピ
ヲ
は

C
4
め
り
ノ
、
州
出

に
散
が
井
由
午
前

L
日
い
こ

j
／
一
こ
う
似
体
一
け
酬
と
き
る
か
／
一
い
う
こ
乙
で
あ
る
口
。
：
：
代
々
は
核
兵
践
を
民
家
す
る
か
池
凶
i

が
江
阿
付
す
る
こ
と
が
あ
る
と
、
う
深
刻
日
危
険
が
あ
る
心
亡
、
核
抑
止
を
放
棄
す
る
の
は
無
責
什
I
Cあ
る
」

検
証
の
不
一
円
詑

生
L
ゲ
守
山

A
－一3匂

（！メ人民半、 cs＇ス・＂14c,：、 7υ1:zo：〕8.11、



他
方
プ
ブ

J

〆
問
、
「
斗
l

和
で
秩
巾
あ
る
位
界
が
、
段
丘
ハ
叩
府
民
殺
の
前
提
さ
あ
る
し

e

市
利
は
、
校
兵
器
心
隔
絶
L
Y

同
じ
よ
う
い
、

泊
山
判
的
あ
る
い
は
刊
界
的
国
際
付
会
の
安
主
保
障
川
原
哉
の
M
M
凡
と
い
戸
、
ζ

り
ー
も
結
果
で
あ
る

J

日
付
丘
八
刊
十
川
の
な
い
刊
界
を
川
我
と
す
る
止

め
に
は
、
仏
r
U
の
状
川
乙
ー
は
ま
》
で
く
思
ハ
な
る
政
治
的
付
会
内
在
位
界
秩
序
が
必
裂
で
あ
Q

v

」
述
べ
、
校
廃
絶
r
一
安
全

μ障
の
援
九

刊
明
仏
引
を
め
く
る
以
問
古
ら
心
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す
る
絶
対
体
実

冷
下
が
不
安
な
も
の
に
な

J

た
と
い
工
つ
人
々

rt思
議
の
革
命
が
必
要
で
↓
め
る
ー
と
述
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崎
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い
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／
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叫
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減
し
、
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、
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潜
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椋
は

y

叱
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佐
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司
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、
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叩
仕
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れ
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－
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潜
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／
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き
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と
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／
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仲
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の
で
あ
っ
た
c

こ
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を
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は
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